
エポキシ/フェノキシ層間ハイブリッド成形技術

エポキシ樹脂系プリプレグと
TEPregを積層して同時成形可

※一般的なエポキシ系プリプレグのハンドレイアップ成形

異種材の接合でありながら界面が存在しない

応用①

レイアップ 拡大
TEPreg

エポキシプリプレグエポキシプリプレグ

熱溶着可能なコンポジット成形品

適用例

・インサート成形

・超音波溶着

表層をTEPregとすることで熱可塑性材料との熱溶着が可能！

エポキシ樹脂系プリプレグ単独 エポキシ樹脂系 / TEPreg

強固な一体化を実現！

TEPreg層

エポキシプリプレグ層

×2000 熱可塑性樹脂（フェノキシ樹脂）と
エポキシ樹脂の明確な界面は見られず

PA6 CFRTP

ハイブリッド成形品

PA6側の母材破壊

TEPreg/エポキシプリプレグ層間の剥離無し
PA6との強固な溶着性

熱溶着
引張せん断試験

応用②

適用例

・コンポジット全般
　（耐衝撃性改善）

・衝撃吸収部材　等

エポキシ/TEPreg
ハイブリッドパイプ

衝撃試験

エポキシプリプレグ

試験片

ノッチ

エポキシ樹脂系コンポジットの耐衝撃性/層間剥離の改善

エポキシプリプレグ層

TEPreg層（熱可塑）

NS-TEPreg®  を利用した新技術提案
技術提案

層間剥離多数 層間剥離無し

TEPreg 利用による層間剝離の改善

TEPreg
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